
新たな国土形成計画の基本的な考え方（主な構成要素イメージ）

計画期間 ２０５０年さらにその先の長期を見据えつつ、今後概ね１０年間（２０２３～２０３２年）

我が国国土が直面するリスクと構造的な変化

○ 地域の持続性、安全・安心を脅かすリスクの高まり

○ コロナ禍を経た暮らし方・働き方の変化

○ 激動する世界の中での日本の立ち位置の変化

目指す国土の姿

○ デジタルとリアルの融合による活力ある国土づくり

○ 巨大災害、気候危機、緊迫化する国際情勢に対
応する安全・安心な国土づくり

○ 世界に誇る多彩な自然と文化を育むグリーンな
国土づくり

国土の刷新に向けた重点テーマ（仮）

〈ポイント〉

※直面する様々なリスクに関する危機感や社会
経済の構造的な変化から見える新たな可能性
について整理

※人口減少の加速化など、国土の刷新が求めら
れる時代の転換点にあるとの認識を強調

〈ポイント〉

※次世代に向けた希望の持てる計画の理念、ビ
ジョンの提示（多様性、豊かさの捉え方等）

※分野横断的・統合的なビジョンの提示（デジタ
ル、グリーン、暮らし方・働き方等）

※国土構造のあり方に関わる東京一極集中の
是正やスーパー・メガリージョンの進化等につ
いての位置づけを整理

○ デジタルとリアルが融合した地域生活圏の形成
（重層的な官民パートナーシップ、関係人口や女性活躍等の地域人材の確保・育成等）

〇 持続可能な産業への構造転換
（脱炭素×災害リスク対応型産業への円滑な移行、地域産業の稼ぐ力の向上等）

〇 グリーン国土の創造
（地域の脱炭素化、自然資本の活用拡大等）

〇 人口減少下の国土利用・管理
（地域管理構想の全国展開、国土管理DX等）
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〈ポイント〉

※実効性ある計画とするた
めの推進方策・体制の具
体化

※横断的なテーマの位置づ
けを整理（地域人材のあり
方、人々の活動を支える国
土基盤のあり方等）

資料１


